








































日々の生活や子どもとの関わりを LSW の視点から捉えなおすことを LSW の一つの段階
（タイプ）として確立しているところに大きな特徴を見出した。 



































































第 7 章の結論では、本研究の成果としてわが国における LSW 実践の現状と推進要
因について述べた。現時点でわが国の児童養護施設において実施されている LSW と
して、新たに「設定型 LSW」を提示した。これは前述の「日常的に行う LSW」と「セ
ッション型 LSW」の中間に位置づけられる実践である。さらに、この 3段階の LSW
が循環的に実施されていることを主張した。これらの実践の推進要因として、①生活
場面における子どもの生い立ちにかかわる実践を LSW と位置づけること、②①の実
践を強化するためにも家庭的養護を推進すべきことを論じた。また、LSWの効果測定
については実践を阻害する側面があるため、援助者が「省察」する機会として LSW
を捉えるべきだと提案した。 
本研究では LSW 実践の推進に関して次のような新たな課題も見出された。一つは
LSWが個別性、創造性の高い実践であるという特徴を踏まえ、先駆的実践のデータベ
ース化、実践検索システムの構築である。2つ目は、生活場面における LSWの推進を
目指す意味から社会的養護を担う専門職の養成課程で LSW を教授していくことであ
る。 
